
資料６－２

中国横断自動車道尾道松江線（尾道～三次）



道路建設事業の事後評価項目調書 

 

事業名 中国横断自動車道 尾道
おのみち

松江
ま つ え

線
せん

 

尾道
おのみち

 ～ 三次
み よ し

 

事業 

区分 
高速自動車国道 

事業 

主体 

国土交通省 

中国地方整備局 

起終点  自： 広島
ひろしま

県尾道
おのみち

市美ノ郷町三成
み の ごう ちょ うみ なり

 

 至： 広島
ひろしま

県三次
み よ し

市四拾貫町
しじっかんまち

 

延長 

４９．９km 

事業概要  

中国横断自動車道尾道松江線（尾道～三次）は、広島県の瀬戸内海沿岸の尾道市を起点に、広島県北部の三次市を

経由し、島根県の県都である松江市に至る延長約137kmのうち、広島県尾道市美ノ郷町三成から広島県三次市四拾貫

町に位置する49.9㎞の高速自動車国道である。 

事業の目的・必要性  

中国横断自動車道尾道松江線は、山陽自動車道・中国縦貫自動車道・山陰自動車道及び西瀬戸自動車道と接続する

ことにより中国・四国地方の広域的な交通ネットワークを形成し、瀬戸内海側地域と日本海側地域を結ぶ幹線道路と

して、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、輸送時間の短縮、安全・安心の確保、沿線地域の産業・経済の発展

を目的とした道路である。 

事業概要図  

 

事 

業 

の 

効 

果 

等 

事業期間 事業化年度 Ｈ９年度 用 地 着 手  Ｈ１３年度 供 用 年

(暫定/完成) 

(暫定/完成) 

(当初) Ｈ25年度 /  ― 変 

動  1.1 倍 都市計画決定 Ｈ８年度 工 事 着 手  Ｈ１３年度 (実績) Ｈ26年度 /  ― 

事業費 計画時 

(暫定/完成) 

(名目値) 約1,381億円 / － 実 績 

(暫定/完成) 

(名目値) 約1,506億円 / － 変 
1.1 倍 (実質値) 約1,380億円 / － (実質値) 約1,488億円 / － 動 

交通量 

(当該路線) 
計画時 

(暫定/完成) 5,200～13,600台/日 / － 

台/日 

実 績 

(暫定/完成) 6,200～9,400台/日 / － 
変 

動 

0.7 

～1.3 

旅行速度向上 

(現道→当該路線) 
 49.9     →   80.5 km/h 
(供用前年次)H22年度     (供用後年次)H27年度 

交通事故減少 

(現道→現道) 
    52.0→  23.0 件／年 

(供用前年次)H19年～H21年    (供用後年次)H27年～H29年 

費 用 対 効

果 

分析結果 

（再評価） 

Ｂ／Ｃ  総費用   1,448億円 総便益    1,671億円 基準年  

 １．２ 事 業 費：      1,340億円 

維持管理費：       108億円 

走行時間短縮便益：  1,292億円 

走行経費減少便益：    255億円 

交通事故減少便益：    124億円 

  Ｈ２０年 

費 用 対 効

果 

分析結果 

（事後） 

Ｂ／Ｃ  総費用    2,566億

円 

総便益    2,833億円 基準年  

１．１ 事 業 費：  2,200億円 

維持管理費：    366億円 

走行時間短縮便益：  2,288億円 

走行経費減少便益：  411億円 

交通事故減少便益：   134億円 

Ｒ元年 

事業遅延によるコスト増 費用増加額  便益減少額  

－   億円 －   億円 

事業遅延の理由  

－ 

  

起点 広島
ひろしま

県尾道
おのみち

市美ノ郷町
みのごうちょう

三成
み な り

 

尾道
おのみち

～三次
み よ し

 

 L=49.9km 

H26.3 開通 

 L=10.3km 

H22.11 開通 

 L=19.2km 

H27.3 開通 

 L=20.4km 

終点 広島
ひろしま

県三次
み よ し

市四捨貫町
しじっかんまち
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事 

業 

の 

効 

果 

等 

客観的評価指標に対応する事後評価項目  

①円滑なモビリティの確保 

・損失時間が削減した【削減量：約125万人時間/年】 

・利便性が向上したバス路線が存在【福山～三次の都市間高速バス(H30.8月運行開始)】 

・三次市から新尾道駅（新幹線駅）へのアクセスが向上した【三次市役所～新尾道駅：約88分⇒約73分】 

・三次市から広島空港(第二種空港)へのアクセスが向上した【三次市役所～広島空港：約84分⇒約81分】 

②物流効率化の支援 

・三次市から福山港（国際コンテナ航路の発着港湾）へのアクセスが向上した【三次市役所～福山港：約1

22分⇒約99分】 

・世羅郡世羅町から広島市、大阪市への農林水産品(なし、アスパラガス)の流通利便性が向上した【世羅

町役場～広島市役所：約105分⇒約91分】 

③国土･地域ネットワークの構築 

・当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成した【福山市役所～三次市役所：

約121分～約95分】 

・当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡した【福山市役所～三次市役所：約121分～

約95分】 

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上した【世羅町役場～福山市役所：約70分⇒約61分】 

④個性ある地域の形成 

・国営備北丘陵公園（H30年間観光客入り込み数50.9万人/年）、千光寺（H30年間観光客入り込み数43.1万

人/年）等へのアクセスが向上した 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・３次救急医療施設へのアクセスが向上した【三次市役所～福山市民病院：約104分⇒約74分】 

⑥安全な生活環境の確保 

・並行する国道184号の死傷事故件数が減少した【減少件数：87件/3年】 

⑦災害への備え 

・広島県の緊急輸送道路へ指定 

・緊急輸送道路である一般国道184号が通行止めになった場合の代替路線を形成 

・広島自動車道の代替路線として機能 

⑧地球環境の保全 

・CO2 排出削減量が削減した【削減量：約11千t/年、4,790千t/年⇒4,780千t/年】 

⑨生活環境の改善・保全 

・NOX 排出量が削減した【削減量：約20t/年、13,687t/年⇒13,668t/年】 

・SPM 排出量が削減した【削減量：約3t/年、670t/年⇒667t/年】           他２項目に該当 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 

事
業
に
よ
る
環

境
の
変
化 

環境影響評価に対応する項目  
 環境影響評価実施要綱（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。 

その他評価すべきと判断した項目  

 特になし 

事業を巡る社会経済情勢等の変化  

・沿線市町（尾道市,三次市,世羅町）の人口は平成７年から平成27年にかけて減少【H7年：244千人→H27：209千人】 

・沿線市町の自動車保有台数は、平成７年から平成27年にかけて増加【H７年：145千台→H27：167千台】 
・三次東JCT・ICで連結する松江自動車道（三次東JCT・IC～三刀屋木次IC間：約61km）が平成25年3月に開通 

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性  

 尾道松江線は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評価の必要はないと考える。 
 尾道松江線の整備により、高速道路ネットワークの形成、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、安全・
安心の確保など一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、４車線整備につ

いては、今後の沿線周辺などの開発や交通状況等を踏まえて検討する。 

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性  

 同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域計画）と整合させ、経済、観光等の
関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。 
 今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会経済指
標やビッグデータ等データの蓄積に努める。 

特記事項  

 特になし 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

令和元年11月

国土交通省 中国地方整備局

「事後評価」

中国横断自動車道 尾道松江線

（尾道～三次）

お の み ち ま つ え

お の み ち み よ し
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）１．位置図

●中国横断自動車道尾道松江線は、広島県尾道市を起点とし島根県松江市に至る国土開発幹線自動車道。

●尾道JCT～三次東JCT・IC間は、広島県尾道市から広島県三次市に至る全長49.9kmの自動車専用道路である。

三次～三刀屋木次
L=61.0km

み と や き す きみ よ し

み よ しおのみち

尾道～三次
L=49.9km

おのみち ま つ え

おのみち

H15.3 開通

三刀屋木次～宍道 L=12.2km

H13.3 開通

宍道～松江玉造 L=14.1km

み と や き す き

まつえたまつくりし ん じ

し ん じ

H25.3 開通

三次東～吉田掛合

L＝48.7km

み よ し ひ が し よ し だ か け や

H24.3 開通

吉田掛合～三刀屋木次

L＝12.3km

H22.11 開通

尾道～世羅 L＝19.2km

H26.3 開通
み よ し ひ が しき さ

吉舎～三次東
L＝10.3km

み よ し

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

H27.3 開通
せ ら

世羅～吉舎
L＝20.4km

き さ

せ らおのみち

み と や き す きよ し だ か け や

みよしひがし おのみち

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）２．事業概要及び経緯

（１）事業概要

●中国横断自動車道尾道松江線は、瀬戸内海側地域と日本海側地域を結ぶ幹線道路として、緊急輸送道路ネットワークの

信頼性向上、輸送時間の短縮、安全・安心の確保、沿線地域の産業・経済の発展を目的とした事業である。

中国横断自動車道尾道松江線

尾道～三次

起 終 点
起点：広島県尾道市美ノ郷町三成

終点：広島県三次市四拾貫町

計 画 延 長 L=49.9km

道 路 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 80km/h

車 線 数 暫定2車線

ひろしま おのみち

おのみち みよし

おのみちまつえ

みのごうちょうみなり

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

ひろしま おのみち みのごうちょうみなり

起点 広島県尾道市美ノ郷町三成

おのみち みよし

尾道～三次
L=49.9km

みよし みとやきすき

三次～三刀屋木次
L=61.0kmH25.3 開通

L=48.7km

H24.3 開通
L=12.3km

H26.3 開通
L=10.3km

H22.11 開通
L=19.2km

H27.3 開通
L=20.4km

尾道松江線

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

■土工部

■橋梁部

■トンネル部

ひろしま みよし しじっかんまち

しまね うんなん みとやちょう みとや

終点 島根県雲南市三刀屋町三刀屋

※破線部は4車線完成時

標準断面図

事業概要

計画概要図
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

しまね うんなん みとやちょう みとや

終点 島根県雲南市三刀屋町三刀屋

ひろしま おのみち みのごうちょうみなり

起点 広島県尾道市美ノ郷町三成

おのみち みよし

尾道～三次
L=49.9km

みよし

三次～
みとやきすき

三刀屋木次
L=61.0km

H25.3 開通
L=48.7km

H24.3 開通
L=12.3km

H26.3 開通
L=10.3km

H22.11 開通
L=19.2km

H27.3 開通
L=20.4km

尾道松江線

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

（松江道）

（尾道道）

※新直轄方式とは
・新直轄方式は、従来、全て有料道路として建設を予定していた整備計画区間のうち、

国と地方自治体の負担により整備を行う新たな直轄事業。
・H15.12.25の第1回国土開発幹線自動車道建設会議を経て、H16.1.30に新直轄方式に切

り替わった。
・高速道路建設の財源を税金としているため無料の道路となる。

区間
尾道～世羅

L=19.2km

世羅～吉舎

L=20.4km

吉舎～三次東

L=10.3km

整備計画決定 平成8年度

施行命令 平成9年度
平成10年度

甲奴IC：平成11年度
平成9年度

用地着手 平成13年度 平成17年度 平成13年度

計画等変更 平成15年度 新直轄方式※へ移行

工事着手 平成13年度 平成18年度 平成17年度

開通 平成22年度 平成26年度 平成25年度

再評価実施

平成20年度
平成23年度
平成24年度
平成26年度

●尾道ＪＣＴ～世羅ＩＣ間が平成22年度、吉舎ＩＣ～三次東ＪＣＴ・ＩＣ間が平成25年度、世羅ＩＣ～吉舎ＩＣ間が平成26年度に

開通し、暫定2車線で全区間開通した。

計画概要図 事業の経緯

２．事業概要及び経緯
（２）事業の経緯
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

当初・再評価
(H20再評価)

実績

事業延長 49.9km 49.9km

道路構造 暫定2車線 暫定2車線

総事業費 約1,380億円 約1,506億円

交通量 5,200～13,600台/日
（H17道路交通量調査に基づくH42推計）

6,200～9,400台/日
（R01道路交通量調査）

事業期間
平成9年度～平成25年度

（17年間）
平成9年度～平成26年度

（18年間）

※新規事業採択時評価または事業着手後の再評価時点の想定・予測と事後の実績を比較する。

３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

5,222 5,411 5,566 5,894

3,212
2,029 1,636

5,304 6,239

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

H6 H9 H11 H17 H22 H27 R元

国道184号（三次市吉舎町雲通） 尾道松江線（世羅IC～甲奴IC）

(台/日)

145,335

158,483
165,859 165,238 167,024

1.00 

1.09 

1.14 1.14 1.15 

1.10 

1.16 1.17 

1.20 

1.12 

1.19 1.18 

1.21 

1.11 

1.17 
1.17 

1.20 

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

H7 H12 H17 H22 H27

沿線3市

（台数）

沿線3市

（伸率）

広島県

（伸率）

島根県

（伸率）

中国全体

（伸率）

(台)
伸率
(H7=1.0)

243,535
236,525

228,405
219,356

208,578

1.00 

0.97 

0.94 

0.90 

0.86 

1.00 1.00 
0.99 0.99 

0.99 

0.96 

0.93 

0.90 

0.99 0.99 

0.97 
0.96 

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H7 H12 H17 H22 H27

沿線3市

（人口）

沿線3市

（伸率）

広島県

（伸率）

島根県

（伸率）

中国全体

（伸率）

(人)
伸率
(H7=1.0)

※沿線3市町：広島県尾道市・三次市・世羅町 資料：国勢調査

資料：H6～R元 道路交通量調査

資料：市区町村別自動車保有車両数
市区町村別軽自動車車両数

（年） （年）

（年）

※沿線3市町：広島県尾道市・三次市・世羅町

ひろしま おのみち みのごうちょうみなり

起点 広島県尾道市美ノ郷町三成

おのみち みよし

尾道～三次
L=49.9km

H26.3 開通
L=10.3km

H22.11 開通
L=19.2km

H27.3 開通
L=20.4km

尾道松江線

＜凡例＞

高規格幹線道路

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

尾
道
道
部
分
開
通
①

尾
道
道
全
線
開
通

尾
道
道
部
分
開
通
②

H
26.3

H
22.11

H
27.3

②

①

松
江
道
全
線
開
通

H
25.3

尾
道
道
部
分
開
通
①

尾
道
道
全
線
開
通

尾
道
道
部
分
開
通
②

H
26.3

H
22.11

H
27.3

松
江
道
全
線
開
通

H
25.3

尾
道
道
部
分
開
通
①

尾
道
道
全
線
開
通

尾
道
道
部
分
開
通
②

H
26.3

H
22.11

H
27.3

松
江
道
全
線
開
通

H
25.3

(尾道道)

みよし みとやきすき

三次～三刀屋木次
L=61.0km

(松江道)
H25.3
全線開通

●沿線3市町の人口は減少しているが、自動車保有台数は増加傾向。

●国道184号の交通量はほぼ横ばいで推移していたが、尾道松江線の開通により交通が転換。断面交通量が増加している。

４．社会経済情勢等の変化

■人口の推移

■交通量の推移

■自動車保有台数の推移

※H17までは三次市吉舎町三玉清綱
※H22以降は三次市吉舎町雲通
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

≪整備効果≫

５．事業効果の発現状況

整備効果①：高速道路ネットワークの形成

整備効果②：緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

整備効果⑤：地域産業の支援

整備効果⑥：地域観光の支援

整備効果③：安全・安心の確保

整備効果④：重症患者の救急搬送
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

4,800

1,800
3,200

1,600

6,800
6,200

8,600
7,800

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

整備前 整備後 整備前 整備後

断面②

(松江－三次）

断面①

(三次－尾道）

並行現道（R54、R184） 尾道松江線 計(台/日)

５．事業効果の発現状況
整備効果① 高速道路ネットワークの形成

●尾道松江線の整備により、主要都市間の高速道路ネットワークが形成され所要時間が短縮。都市間移動の円滑化に寄与。

●新たなバス路線として三次～世羅～福山の都市間高速バス路線が新設（平成30年8月17日）され、公共交通サービスの

利便性向上により地域間の連携が強化された。

松江市

尾道市

ま つ え

おのみち

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

尾道松江線

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

並行道路
しまね うんなん みとやちょう みとや

終点 島根県雲南市三刀屋町三刀屋

ひろしま おのみち みのごうちょうみなり

起点 広島県尾道市美ノ郷町三成

おのみち みよし

尾道～三次
L=49.9km

みよし

三次～
みとやきすき

三刀屋木次
L=61.0km

H25.3 開通
L=48.7km

H24.3 開通
L=12.3km

H26.3 開通
L=10.3km

H22.11 開通
L=19.2km

H27.3 開通
L=20.4km

整備前：H22道路交通量調査
整備後：R01道路交通量調査（速報値）

断面②
(松江－三次）

断面①
(三次－尾道）

三次市
み よ し

福山市
ふくやま平成30年8月より

新たな高速バス運行を開始

H30.8.17より運行開始

松江市～尾道市の所要時間

尾
道
市
役
所

［整備前］国道54号・国道184号経由

松
江
市
役
所

ま つ え おのみち

約3時間40分 176km

約2時間10分 152km

［整備後（全線開通）］松江道・尾道道経由

（44分）

（10分）

約90分短縮
(約40％減少)

※所要時間は、以下の条件により算出
整備前：H22道路交通量調査 混雑時旅行速度
整備後：H30年度ETC2.0 混雑時時旅行速度

・新たな路線バスの新設にあたっては、
尾道松江線の整備が一要因となって
います。

（R01バス事業者ヒアリング）

交通量の増加

主要都市間の時間短縮

新たなバス路線の新設
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

尾道道

迂回

8便R54

迂回

20便

資料：バス事業者（4社ヒアリング）

５．事業効果の発現状況
整備効果② 緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

資料：NEXCO西日本HP

50

22

28

50(便/日) 50(便/日)

0
10
20
30
40
50
60

通常時 中国道通行止め時

(H29.7.5)

通常運行(便/日) 迂回運行(便/日) 計
(便/日)

道路名 上下別 区間 通行止め時間

浜田自動車道 上下線 千代田JCT～瑞穂IC 7月5日 6時15分～17時00分

上下線 三次IC～高田IC 7月5日 7時00分～16時00分

中国自動車道 上下線 高田IC～千代田IC 7月5日 8時30分～16時00分

上下線 千代田IC～広島北ＪＣＴ 7月5日 9時00分～11時57分

上下線 広島北ＪＣＴ～戸河内IC 7月5日 9時00分～11時57分

広島自動車道 上下線 広島北JCT～広島北IC 7月5日 9時00分～11時57分

通行止めの解消に伴う
通常ルートの運行本数

：通常時バスルートの影響区間

米子市
よ な ご

松江市
ま つ え

8便が
尾道道へ迂回
平均103分

（96～117分）

20便が
国道54号へ迂回
平均119分

（108～145分）

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

並行道路

通行止め（H29.7.5の雨による）

通常ルート

R54迂回ルート

尾道道迂回ルート

尾道松江線

尾道松江線（尾道道）
が代替路として機能

広島市
ひ ろ し ま

通常運行ルート
50便

■松江市・米子市～広島市

資料：バス事業者（4社ヒアリング）

災害時にバス運行ルートの選択肢が増加

（※15～75分延着）

（※20～55分延着）

※延着時間は一部便で情報未確認

※図中の所要時間は、中国自動車道が通行止となったH29.7.5（水）の7～16時までのETC2.0プ
ローブ情報より、三次東JCT・ICから国道54号総合体育館前交差点（広島市）までを2経路で
それぞれ算出

・中国道の代替路として、尾道松江線と国道
54号を利用した。尾道松江線の利用は所
要時間が短く、定時性が確保されており、代
替路として優れた路線であると感じた。

（R01バス事業者ヒアリング）

●平成29年7月5日に発生した中国道の通行止め時には、都市間バスの迂回運行ルートとして、尾道自動車道を利用。

●災害時において、尾道自動車道は中国道の代替機能を有する路線として都市間の移動を確保することで、緊急輸送道路ネッ

トワークの信頼性向上に寄与。

通行止め状況（平成29年7月5日）

迂回ルートの内訳 【都市間バス】都市間バスの広域的な迂回
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

156件/3年

69件/3年

9件/3年

156件/3年

78件/3年

38 

22 

0

10

20

30

40

0

50

100

150

200

250

300

整備前※

(H19-21)

整備後※

(H27-29)

死
傷
事
故
率

死
傷
事
故
件
数

死傷事故率
（件/3年） （件/億台km）

（整備前） 国道184号（庄原分かれ～尾道インター入口）
（整備後） 〃
（整備後） 尾道松江線（尾道JCT～三次東IC）

10

3

15

8

18

10

34

23

79

34

0 20 40 60 80 100 120 140160

整備前
(H19-H21)

整備後
(H27-H29)

人対車両 車両単独
正面衝突 出会頭・右左折など
追突

156

78

(件/3年)

769
219

1,921

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

整備前

(H22)

整備後

(R01)

（台/日）

尾道松江線

国道184号

約7割減少

５．事業効果の発現状況
整備効果③ 安全・安心の確保

●尾道松江線の開通後、国道184号から尾道松江線への交通転換により、死傷事故件数が約5割減少。

●また、国道184号では利用交通量の減少により、追突事故をはじめとした各事故類型で交通事故が減少した。

※最新データ（H29）と全線供用時点を勘案し、
整備前：H19.04～H21.12、整備後：H27.04～H29.12としている。

・死傷事故とは人身事故に相当し、物損事故は含まない。
・交通量 整備前：H22道路交通量調査 整備後：H27道路交通量調査

資料：交通事故・道路統計データベース

約5割減少

追突事故が大幅に減少

全事故類型で
事故が減少

整備前：H22道路交通量調査
整備後：R01道路交通量調査（速報値）

尾道松江線

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

並行道路

断面①

ひろしま おのみち みのごうちょうみなり

起点 広島県尾道市美ノ郷町三成

お
の
み
ち

み
よ
し

尾
道
～
三
次

L
=
4
9.
9k
m

H26.3 開通
L=10.3km

H22.11 開通
L=19.2km

H27.3 開通
L=20.4km

死
傷
事
故
件
数
集
計
範
囲
：

尾
道
松
江
線
（
尾
道
J
C
T
～
三
次
東
IC
）

死
傷
事
故
件
数
集
計
範
囲
：

国
道
1
84
号
（庄

原
分
か
れ
～
尾
道
イ
ン
タ
ー
入
口
）

国道184号･尾道松江線の
事故内訳の変化

死傷事故発生件数の変化

大型車交通量の変化（断面①）
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

33.8分

５．事業効果の発現状況
整備効果④ 重症患者の救急搬送

112

87
99

75
94 90

2
3 3

7
9 9

0
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15

0

50

100

150

平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年

搬
送
件
数

搬送件数

3次救急医療施設への搬送（件） （件）
3
次
救
急
医
療
施
設
へ
の
搬
送

112

87
99

75
94 90

2
3 3

7
9 9

0

5

10

15

0

50

100

150

平成25年平成26年平成27年平成28年平成29年平成30年

3
次
施
設
へ
の
搬
送

搬
送
件
数

搬送件数

3次救急医療施設への搬送（件） （件）

三次中央病院

庄原赤十字病院

JA尾道総合病院

西福山病院

中国中央病院

日本鋼管福山病院

大田記念病院

福山医療センター

：搬送先医療機関
：3次救急医療施設

●沿線都市では、高次医療を必要とする傷病者が増加傾向であり、患者搬送ルートとして尾道松江線を利用。

●搬送時間の短縮により、救命率の向上に寄与。また、 尾道松江線を走行することで傷病者の負担が軽減し、救急隊員の応

急処置も容易となった。

三原市消防本部
北部分署

資料：R01三原市消防本部北部分署
資料より整理

福山市民病院

世羅中央病院

寺岡整形外科病院

：国道184号急ハンドル発生箇所 (0.4G～1.0Gのみ表示)
資料：ETC2.0（様式1-4）／H30.10より整理

線形不良区間で急ハンドルが多発

福山循環器病院

世羅町

尾道松江線が患者搬送ルートとして機能
3次救急医療施設への転院搬送は増加傾向

・搬送時間の短縮は、傷病者
及び救急隊の負担軽減に大
いに寄与している。
・現道（R184）は勾配、道
路線形の影響により応急処
置が難しい。この点、尾道松
江線は路面状態が良いた
め、応急処置が可能。
・救命率向上及び高次医療
サービスへの対応に尾道松江
線が果たす役割は大きい。

（H29、R01三原市消防本部北部分署
ヒアリング結果より）

（世羅町役場→福山市民病院）

備北・備後地域への
救急搬送・転院搬送に
尾道松江線を利用

20件以上

10～19件

0～9件

公立みつぎ総合病院

尾道市民病院

北部分署における尾道松江線利用による傷病者の搬送 尾道松江線利用による
搬送実績（救急搬送・転院搬送）

※開通前：H22全国道路･街路交通情勢調査の規制速度より算出
※開通後：H27全国道路･街路交通情勢調査の規制速度より算出

福
山
市
民
病
院

［開通前］

世
羅
町
役
場

約45分
［開通後］

約34分
約11分
短縮

救急搬送時間の短縮

■カーラーの救命曲線
多量出血による

死亡率が約2割減少
※発症と現場出発が同時と想定

84％

60％

約45分約34分
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

35 35 35 37 40 40 42 45
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累
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43 58 76
104 119 139

168 186 198 2191,577
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2,7773,003

3,363
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５.事業効果の発現状況
整備効果⑤ 地域産業の支援

・営業活動等で尾道道を利用。1時間程
度の時間短縮が図られ、また、無料であ
ることから費用面の効果も大きい。

H29企業ヒアリング（三次市立地企業）

・関西方面への荷物については、尾道松
江線を利用しているため、時間短縮等
の効果が発現している。
H29企業ヒアリング（三次工業団地内企業）

・尾道松江線の整備は、企業誘致の優
遇（支援）制度をPRする中で1番の
PRポイントとなっています。

R01三次市企業誘致係ヒアリング

※1：尾道松江線が通る市町（松江市、出雲市、雲南市、三次市、庄原市、尾道市、世羅町）
※2：三次市、庄原市は、工業団地において集計 資料：尾道市・三次市・世羅町・庄原市より資料提供及び島根県ＨＰより

資料：三次市より資料提供（R1年現在）

昭和55年よりⅠ期、昭和59年よりⅡ期、平成24年よ
りⅢ期分譲が開始し、平成28年に全て分譲が完了。

尾道自動車道開通（全線開通）

松江自動車道開通（全線開通）新設・増設全176社
雇用4,015人増加

整備前

尾道自動車道開通（全線開通）整備前
松江自動車道開通（全線開通）

全ての分譲が完了

資料：三次市HP

・新たな産業用地として、尾道松江線沿線
（三次東JCT･ICから2.2km）の四拾貫産
業用地の販売を三次市が開始【H30.4】

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

おのみち みよし

尾道～三次
L=49.9km

みよし

三次～
みとやきすき

三刀屋木次
L=61.0km

三次工業団地

四拾貫産業用地

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線 （松江道）

〃 （尾道道）

直轄国道

補助国道

工業団地

山陽自動車道

四拾貫産業用地

●尾道松江線沿線地域では、企業の立地が進み、整備の進展に相まって雇用が増加。

●三次工業団地では、全ての分譲が完了し、地域活性化が期待される。

●尾道松江線の整備は沿線市町における企業誘致のPRポイントとなり地域に貢献している。

工業団地位置図

三次工業団地の進出状況

沿線※1の企業進出・雇用者数※2の変化状況 新たな産業用地
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

H16 H30

尾道松江線なし市町村 尾道松江線あり市町村

尾道松江線なし市町村 尾道松江線あり市町村

1.00

(2,273万人)

1.63

(3,715万人)

1.00

(361万人)

1.19

(430万人)

1.00

(889億円)
1.00

(113億円)

1.48

(1,319億円)

1.16

(131億円)

観光入込客数

観光消費額

（観光入込客数） （観光消費額）

227
259

313 318 318 312 318 311
328

409
375

393 389 384 372

89

100

111 112
119

112 113 112
120

152

135 138 138 137
132

0

50

100

150

0

100

200

300

400

500

600

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

観光客入込客数 観光消費額

(年)

(10万人) (10億円)

５．事業効果の発現状況
整備効果⑥ 地域観光の支援

■尾道松江線沿線市町の観光入込客数・観光消費額の推移
※沿線市町：庄原市、三次市、世羅町、尾道市、松江市、出雲市、雲南市

※上段：H16を1.00とした増加率、
下段：各年次の実績値

※尾道松江線非沿線市町：府中市、
神石高原町、大田市、奥出雲町、飯南町、
美郷町、川本町

（山陽自動車道や中国自動車道と連続した高規格幹線道路
が整備されている地域は除く）

資料：島根県観光動態調査結果、広島県観光客数の動向

出雲大社平成の大遷宮

尾道自動車道 全線開通

松江自動車道 全線開通

松江玉造IC~宍道IC開通
宍道IC~三刀屋木次IC開通

吉田掛合IC~三刀屋木次IC開通

観光客が1.6倍
（H16→H30）

尾道松江線沿線
では、非沿線よりも
観光が活性化

H27.3 尾道松江線
全線開通

H16（開通前） H30（開通後）

尾道松江線沿線尾道松江線非沿線

観光消費額
増加率

観光入込客数
増加率

□尾道松江線沿線市町と非沿線市町の比較

沿線 約1.5倍強

●中国横断自動車道尾道松江線の整備により、山陰・山陽及び沿線地域の交流が活性化。

●沿線市町の観光入込客数が増加するとともに、観光消費額も増加し、沿線地域の観光振興の支援に貢献している。

世羅IC~尾道JCT開通

吉舎IC~三次東JCT・IC開通

尾道JCT

尾道北IC

雲南吉田IC

E76

E2A

E2

E54

E75

E9

E54

E2A

E9

＜凡例＞

高規格幹線道路

高規格幹線道路（未開通区間）

尾道松江線（無料区間）

直轄国道

補助国道

鳥取県

尾
道
自
動
車
道

島根県

広島県

H13.3
開通

松
江
自
動
車
道

中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線

H26.3
開通

H22.11
開通

H27.3
開通

H25.3
開通

H15.3
開通

吉田掛合IC

高野IC

口和IC

三次東JCT・IC

三良坂IC

吉舎IC

甲奴IC

世羅IC

松
江
玉
造IC

資料：島根県観光動態調査結果、広島県観光客数の動向
それぞれH16、H30の結果を記載

松江・出雲地域では、
外国人観光宿泊者数が
5倍（H16→H30）に増加！

H24.3
開通

松江城、出雲大社では
尾道松江線の開通とともに、
山陰より南の地域からの来訪者が
約1.8倍に増加！
(山陰地域の来訪者は横ばい傾向(0.95倍))

三刀屋木次
IC

宍
道IC

宍
道J
C
T資料：H23,H30車籍地調査結果

資料：島根県観光動態調査

209万人→591万人

出雲大社

24万人→47万人

松江城山公園

43万人→76万人

美保関

岡山県（H25開業）→36万人

道の駅たたらば壱番地

40万人→51万人

国営備北丘陵公園

24万人→43万人

千光寺山ロープウェイ

尾道松江線沿線の観光施設 尾道松江線沿線市町の観光状況
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）６.今後の事後評価の必要性等

・同種事業の計画・調査にあたっては、沿線自治体の目指すべき姿（地域計画）と整合させ、経済、観

光等の関係者から情報収集を行うなど道路整備による多面的な効果の把握に努める必要がある。

・今後周辺道路整備が進みネットワークとしての効果も発揮することが期待されるため、引き続き社会

経済指標やビッグデータ等データの蓄積に努める。

・尾道松江線（尾道～三次）は事業目的に見合った事業効果の発現が確認されており、今後の事後評

価の必要はないと考える。

今後の事後評価の必要性

改善措置の必要性

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・尾道松江線（尾道～三次）の整備により、高速道路ネットワークの形成、緊急輸送道路ネットワーク

の信頼性向上、安全・安心の確保、地域産業の支援など一定の効果が確認できることから、改善の

必要性はないと考える。なお、4車線整備については、今後の沿線周辺等の開発や交通状況等を踏

まえて検討する。
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中 国 横 断 自 動 車 道 尾 道 松 江 線
（尾道～三次）

●地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については従来の3便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を整理。

＜参考資料＞

◆３便益による費用便益比

項 目
尾道～三次

全体事業

費用（C） 2,566

事業費 2,200

維持管理費 366

便益額（B） 2,833

走行時間短縮便益 2,288

走行経費減少便益 411

交通事故減少便益 134

費用便益比 1.1

（億円）

◆道路の役割

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮される効果を貨幣価
値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善されることによる走
行に必要な経費（燃料費、オイル費、タイヤ・チューブ費、車両整備費
、車両償却費）の減少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出している。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴う、交通事故によ
る社会的損失（運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故
により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

計画交通量※ 総事業費 総費用(C) 総便益(B) 費用対効果(B/C)

9,500台/日～12,700台/日 約1,506億円 2,566億円 2,833億円 1.1

■道路の役割
①環境の改善（地球環境)[CO2排出量：約11千トン／年(0.2%)削減]
環境の改善（沿道環境［NOX排出量：約20t/年（0.1%）削減、 SPM排出量：約3t/年（0.4%）削減］

②緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上

※基準年はR元年度

※R元年度時点におけるR12将来推計値
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